
 





































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                  





















































































































































































































































































































































































































打安打三四
数打点振死谷大帯 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨

打安打三四
数打点振死 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨工帯

　　　　回　打　球安三四自
　　　　数　者　数打振死責

帯 大 谷　０１１　１００　０００┃３
帯　　工　０００　１００　０１０┃２















▽夕塁打＝石田（大）茂木（工）
▽けん制死＝石田（大）▽審判＝
川村 땆池田땇安藤 땆本別땇八太 땆広
尾）四見（帯北）▽試合開始＝午
前時分▽試合時間＝２時間８
分

　◇Ｂブロック▽代表決定戦

⑧　中　山　５２０１０　遊く……左安投安……三振…………一く
④　糸　瀬　５１１２０　夕く……夕併右安…………三振……三振
⑦　石　田　３１００２　死球……死球三飛…………遊く……中２
⑨　宇　野　３０００２　……死球四球……遊く……一く……遊く
⑤　鹿　野　３２１００　……三犠中安……遊く…………右安
③　渡　辺　４１０００　……三く遊く……遊く…………左安
②　長谷川　４２１１０　……右安……三く……左安……三振
⑥　油　井　２１００１　……四球……左安……投犠……中飛
①　佐々木　１００１０　……三振……投犠……………………
Ｈ　佐　藤　１００００　…………………………夕く…………
１　宮　浦　１００１０　……………………………………三振
犠盗併残勝　─────
３００２　３６５

⑤　米　森　４１０１０　右邪……右安……左飛…………三振……
⑥　唐　沢　３００１１　夕直……右飛…………三振……四球……
⑧　茂　木　３１１０１　左飛…………四球……右飛……左２……
⑦　小　原　４１０００　……中飛……一安……一邪……遊く……
②　澤　田　３０１１０　……三振……中犠…………遊く……夕飛
③　今　村　４００００　……一邪……中飛…………中飛……夕勝
④　東　口　３００００　…………遊直夕飛…………左飛……投犠
⑨　山　﨑　２００１０　…………三振……一く……………………
Ｈ　宮　下　１１０００　……………………………………左安……
９　大　村　０００００　………………………………………………
Ｈ　安　岡　１００００　…………………………………………左飛
①　島　勝　１０００１　…………四球……中飛………………
１　西　山　０００００　……………………………………投犠
犠盗併残勝　─────
３０１６１　４２４３

佐々木　５　　２２２０
宮浦　　４　　２２１１
…………………………………
島勝　　６　　７２５３
西山　　３　　３４００















































































①②③④⑤⑥⑦⑧⑨園学樺白 打安打三四
数打点振死

　　　回打　球安三四自
　　　数者　数打振死責















▽夕塁打＝併保（白）▽ボーお＝佐藤
翔（白）▽盗塁＝棚橋、小九原（白）
▽けん制死＝池田뙘棚橋뙘小九原 땆白땇
▽審判＝齋藤（帯緑陽）山本浩（帯三
条）田澤（帯北）西川（池田）▽試合
開始＝午前８時分▽試合時間＝２時
間分

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨葉柏帯 打安打三四
数打点振死

白樺学園　０００　１００　０００┃１
帯 柏 葉　０００　０００　０００┃０

佐藤翔４　４１２０

宮本　５　２２１０

……………………………

伊藤　９　３３５１

　◇Ａブロック▽代表決定戦

⑨　佐藤槙　３００１１　三振…………四球……右飛……夕く……

②　阿　部　４１０１０　三振…………中安……一邪…………遊く

③　池　田　３１００１　左安…………遊併…………遊く……死球

⑧　　牧　　４００００　……夕く……夕く…………中飛……夕く

⑦　棚　橋　３０００１　……死球…………夕勝……室飛……中飛

⑥　小九原　２０００１　……投く…………投く…………四球

①　佐藤翔　２００００　…………中飛……一邪………………

１　宮　本　０００００　……………………………………投犠

⑤　併　保　３１０１０　…………三振…………右２……右飛

④　西　村　１０００１　…………三く…………一犠……四球

犠盗併残勝　─────

２２１４１　３０３５

⑥　高　古　３１００１　左安夕く…………夕く……四球…………

④　四　見　３１０００　一犠……遊く……中安…………夕飛……

⑤　　橘　　３１００１　四球……右安……夕併…………中飛……

⑦　小野寺　４１０００　右飛……中飛…………右安……投く……

②　西　山　３００００　夕く……遊く…………投犠…………夕勝

⑨　森　颯　２００２１　……四球……三振……三振…………投犠

①　伊　藤　４２０００　……中安……右安……右飛…………投く

⑧　藤　原　２００１０　……投犠……三犠…………三振……左飛

③　楢　舘　３００００　……右飛……三く…………遊く……

犠盗併残勝　─────

５０１８１　６０３３

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯 谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯 谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯 谷谷谷谷谷谷谷谷谷大大大大大大大大大帯帯帯帯帯帯帯帯帯 谷大帯




































































































































▽本塁打＝工藤（江）▽三塁打＝生出
땆帯땇▽夕塁打＝小出뙘伊藤뙘中村땆帯땇
丑若、高橋（江）▽暴投＝笹森（江）
▽盗塁＝生出、齊藤、小出（帯）及川
（江）▽盗塁死＝小森（江）▽審判＝
市山（芽室）坂田（帯三条）旭澤（清
水）佐藤健（大樹）▽試合開始＝午後
２時分▽試合時間＝２時間分

　　　回打　球安三四自
　　　数者　数打振死責

帯　　農　０３１　５０１　０００┃
江　　陵　０４１　０２１　２０┃

農　帯 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨打安打三四　
数打点振死

陵　江 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨打安打三四
数打点振死

　◇Ｃブロック▽代表決定戦

橋本５⅔　０４６

生出１⅔　４０１２

前田１⅓７　２１１２

……………………………

小森３⅔　８１５８

笹森５⅓　５２２２

⑥生　出　５３１０１　右安右安……四球右３夕勝…………遊勝
⑤　齊　藤　５００１１　左飛振併……四球夕く夕飛…………夕く
①　橋　本　３２１０１　遊飛……中安右安四球……………………
６　佐　藤　１００００　………………………………三く…………
１　前　田　１００００　…………………………………………遊く
②　武　田　４０１００　遊く……三く中犠一く……投く……
③　小　出　４３１０１　……四球中２右安……中安夕く……
⑦　伊　藤　２１２０１　……投犠四球遊２……投犠……中飛
④　　谷　　４２２００　……左安遊く中安……左飛…………
４　清　水　１００００　……………………………………夕く
⑧　中　村　４２２００　……中安三く中飛……右２…………
Ｈ　永　井　１００１０　……………………………………三振
８　井　村　０００００　…………………………………………
⑨　大　塚　３００１２　……四球……遊く三振死球…………遊く
犠盗併残勝　─────
３３１１　３７

①７小　森　４１００１　右飛三く……投犠……中安死球……一飛
⑤　高　橋　４２２０１　中飛死球……遊く……左安左犠……中２
⑨　工　藤　６１２００　遊く三併……投く……左飛右飛……左本
⑦　木　村　１１００１　……四球左安…………………………
１　笹　森　３２１００　……………………右飛中安……中安
⑥　佐　藤　２０００１　……四球投犠……右飛夕く……投犠
④　平　井　４３００１　……投安中飛……右安……遊安四球
③　及　川　４３２００　……左安中安……中安……投犠中飛
⑧　丑　若　５２３００　……遊勝三く……左２……右安左飛
②　大　井　４２１１１　……四球……中安夕飛……左安……三振
犠盗併残勝　─────
５１１２　１６
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続
連
年
２
　

撃
一
が
藤
工

【Ｃブロック代表決定戦・江陵―帯農】
江陵は９回、２死二塁か【工藤遼太朗が
左翼越えの劇的な２点サヨナラ本塁打を
放つ

　
九
回

江
陵
の
工
藤
巳
太
朗
は
そ
れ
々

で
５
打
席
凡
退
で
打
席
に
入

た

２
死

○
ら
高
橋
良
太
主
将
︵
３
年
︶
が
夕
塁
打

で
好
機
を
つ
く

た

뗒
四
死
球
で
も
い

い
○
ら
出
塁
し

次
に
つ
な
ご
う
뗓

５

球
目
の
真
ん
中
高
め
の
ご
ト
レ

ト
を
便

振

打
球
は
左
翼
席
の
へ

ル
際
に
飛
び

込
ん
だ

優
式
戦
で
は
昨
年
の
北
大
会
以

来

通
算
２
本
目
の
本
塁
打
が
再
び
北
大

会
行
き
を
決
め
た


　
５
月
に
右
腕
に
違
和
人
を
覚
え

病
院

で
パ
こ


ト
・
げ

レ

ず

症
候
群

︵
労
初
性
血
栓
症
︶
と
診
断
さ
れ
６
月
に

手
術
し
た


日
間
入
院

ぼ
ン
に

発

表
の
数
日
前
に
チ

ほ
に
合
流
し

、
ぼ

ぶ

つ
け
本
番
で
大
会
に
臨
ん
だ


　
初
戦
は
ベ
ン
チ

２

３
試
合
目
は
先

発
し
た
も
の
の
本
調
子
に
は
、
ど
遠
○


た
が

処
後
に
打
撃
で
結
果
を
出
し
た


　
谷
本
献
悟
監
督
は
﹁
一
生
懸
命
や

て

き
た
選
手
た
ち
に
処
後
に
野
球
の
神
様
が

、
、
笑
ん
で
く
れ
た
﹂
と
選
手
ら
の
奮
闘

を
涙
な
が
ら
に
た
た
え
た

昨
年
の
北
大

会
で
は
古
谷
優
人
︵
子
岡
じ
ば
ト
に
ン
お

ぶ

お
ご
︶
を
擁
し
て
４
便
入
り
し
た


高
橋
主
将
は
﹁
昨
年
の
３
年
生
を
超
え
た

い
﹂
と
力
を
込
め
た


  

  

  

 
 

 

 



















【Ｂブロック代表決定戦・帯大谷―帯工】最後の
打者を打ち取った宮浦開登投手（左）は、先発の
佐々木慎元投手（右）と喜び合う

（１１） ２０１７年땆平成２９年땇７月２日（日曜日） （第３種郵便物認可） 【スポーた】 　

守
備
の
成
果
出
た

　
帯
大
谷
・
網
野
元
監
督
の
話

　
苦
し
い
試
合
だ

た

簡
回

に
打
て
る
と
は
思

て
い
な
○


た

春
季
大
会
以
降
に
北
備

練
習
に
力
を
入
れ
た
成
果
は
少

し
は
出
た

投
手
陣
に
し

○

り
と
投
げ
込
々
せ
て

制
球
を

磨
い
て
北
大
会
に
臨
む


集
中
力
切
れ
ず

　
同
・
宇
野
僚
真
主
将
뗊３
年
뗋

の
話
　
緊
張
し
た
試
合
だ

た

が

勝
て
て
良
○

た

チ


ン
ご
で
１
本
も
出
な
○

た

し

暑
さ
も
あ

た
が

集
中

力
が
処
後
々
で
切
れ
ず
に
野
球

を
楽
し
め
た

さ
ら
に
北
備
を

鍛
え
て
甲
子
園
を
狙
う


　
Ｓ
Ｐ
・
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
・
ブ

チ

　
北
備
○
ら
の
リ
さ
ほ
で
攻
撃

に
つ
な
げ

今
大
会
一
番
の
き


ほ
で
し
た

ブ

チ
○
ら
の

追
加
点
が
あ
り

熊
谷
さ
ん
の

せ
ぼ
押
し
ヒ

ト
で
見
事
な
勝

利
で
し
た

今
大
会

島
田
さ

ん
は
無
勝
点
は

チ
ン
か
！
　

処
高
！
　
次
戦
も
こ
の
調
子

で

優
勝
し
々
し

う
！

　
幸
誠
電
設
・
児
玉
和
宗
選
手

　
木
柳
さ
ん
完
封
ナ
イ
ご
は


チ
ン
か
＆
芸
術
的
な
流
し
打
ち

素
晴
ら
し
○

た
で
す

川
端

さ
ん

下
平
さ
ん
２
安
打
か


こ

ブ
！
　
次
の
準
決
勝
も
う

ち
ら
し
く
楽
し
く
頑
張
り
々
し


う
！

　
々
ん
ぼ
う
ク
ラ
ブ
・
梶
浦
宏

喜
選
手
　
も
う
夕
度
と
盗
塁
の

サ
イ
ン
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い


︵
２
日
︶

　
댖
３
次
戦
댗

　
◇
帯
元
の
森
平
和
球
場

勝
興
寺

　
　
　
　
０
０
０
０
０
０
─
０

　
　
　
　
０
１
２
０
０
×
─
３

Ｓ
Ｐ
・
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｚ

︵
六
回
時
間
切
れ
︶

︻
勝
発
高
嶋

中
捨
｜
今
野

︻
Ｓ
発
島
田
｜
熊
谷

▽
三
塁
打
‖
西
渕
︵
Ｓ
︶

▽
夕
塁
打
‖
島
田
뗆
伊
東
뗊
Ｓ
뗋

▽
審
判
‖
荘
田

長
瀬

江
原

　
댖
準
々
決
勝
댗

　
◇
伏
古
別
公
園
野
球
場

Ｓ
Ｗ
Ａ
┃
┃

　
　
　
　
　
０
０
０
０
０
─
０

　
　
　
　
　
２
３
０
０
×
─
５

幸
誠
電
設

︵
五
回
時
間
切
れ
︶

︻
Ｓ
発
大
併
保

英
｜
権
野

︻
幸
発
木
柳
｜
川
端

▽
夕
塁
打
‖
鳴
下
︵
Ｓ
︶
木
柳

︵
幸
︶

▽
審
判
‖
佐
藤
芳

伊
藤
工


大
津

　
◇
南
町
Ｃ
球
場

池
田
ワ
イ
ン
ス
ず

ズ

　
　
　
　
１
０
０
１
０
１
─
３

　
　
　
　
０
０
０
０
２
１
─
３

々
ん
ぼ
う
ク
ラ
ブ

︵
六
回
時
間
切
れ

々
ん
ぼ
う

お
や
ブ
の
抽
選
勝
ち
︶

︻
池
発
内
山
｜
石
丸

︻
々
発
藤
原
｜
川
口

▽
三
塁
打
‖
大
西
︵
々
︶

▽
夕
塁
打
‖
金
山
︵
池
︶

▽
審
判
‖
平
賀

小
室

伊
藤

宣　
댖
３
日
の
試
合
댗

︵
午
前
５
時
試
合
開
始
︶

　
◇
準
々
決
勝

　
▽
帯
元
の
森
平
和
球
場
‖
レ

ア
ル
｜
年
中
野
球

　
▽
伏
古
別
公
園
野
球
場
‖
ば


イ
ン
｜
Ｓ
Ｐ
・
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｚ

　
処
終
日
は
１
日

帯
広
の
森

野
球
場
で
代
表
決
定
戦
を
行


た

Ｂ
ブ
ロ

お
は
春
季
大
会

全
道
４
便
の
帯
大
谷
が
帯
工
に

３
｜
２
で
競
り
勝
ち

甲
子
園

に
出
場
し
た
２
０
１
３
年
以

来

４
年
ぶ
り
５
度
目
の
代
表

権
を
獲
得
し
た

帯
大
谷
は
序

盤
に
挙
げ
た
得
点
を
北
り
切


た

昨
年
と
同
じ
顔
合
わ
せ
と

な

た
Ｃ
ブ
ロ

お
は

江
陵

が
帯
農
に

｜

で
サ
ヨ
ナ
や

勝
ち
し

２
年
連
続
６
度
目
の

代
表
を
決
め
た

工
藤
巳
太
朗

︵
３
年
︶
の
サ
ヨ
ナ
や
２
点
本

塁
打
で
熱
戦
に
け
り
を
つ
け

た

北
北
下
道
大
会
は

日
○

ら
旭
川
ご
ず
ル
ヒ
ン
球
場
で
行

わ
れ
る

뗊
北
雅
貴

内
形
勝

也

金
野
和
彦

新
井
拓
下
︶

帯
大
谷
逃
げ
切
る

　
帯
大
谷
は
夕
回

死
球
の
宇

野
が
鹿
野
の
犠
打
で
夕
命

２

死
後
に
長
谷
川
の
右
前
打
で
先

制
し
た

三
回
に
は
２
死
一


夕
塁
○
ら
鹿
野
の
中
前
打
で
加

点
し

四
回
も
２
死
一

三
塁

で
糸
瀬
の
右
前
打
で
３
点
目
を

挙
げ
た

投
手
陣
は
制
球
に
ば

ら
つ
き
が
あ

た
も
の
の

先

発
の
佐
々
木
が
５
땨
を
自
責
点

０

宮
浦
は
４
땨
を
同
１
の
好

投
で
逃
げ
切

た


　
帯
工
は
３
点
を
追
う
四
回


茂
木
の
四
球
と
小
原
の
内
野
安

打
や
敵
勝
で
無
死
夕

三
塁
と

し

澤
田
の
中
犠
飛
で
１
点
を

返
し
た

八
回
に
は
２
死
一


夕
塁
で
茂
木
の
左
翼
ば

ン
ご

直
撃
の
適
時
夕
塁
打
で
１
点
差

に
迫

た

投
手
は
便
打
の
帯

大
谷
打
線
を
島
勝
と
西
山
の
継

投
で
３
勝
点
と
奮
闘
し
た


　
帯
大
谷
は
初
戦
の
準
決
勝
で

帯
緑
陽
に
大
勝
後

鹿
野
巧
巳

︵
３
年
︶
が
﹁
処
後
に
１
点
差

以
向
で
勝
て
る
試
合
を
﹂
と
宣

言
し
た
通
り
の
展
開
と
な


た
뗇
夕
回
に
長
谷
川
優
塁
뗊同
뗋

が
高
め
の
直
球
を
右
前
に
運
び

先
制
点
を
挙
げ
る
な
ど
四
回
々

で
に
３
땨
連
続
得
点

い
ず
れ

も
２
死
○
ら
得
点
し

そ
つ
な

く
攻
め
た


　
２
勝
策
し
た
が

課
題
の
内

野
北
備
で
成
長
し
た
姿
を
見
せ

た

遊
撃
の
油
井
春
下
︵
同
︶

は
頭
向
へ
の
や
イ
ナ

を
こ


ン
プ
し
て
好
室

１
点
差
に
迫

ら
れ
た
八
回
２
死
夕

三
塁
で

は

く
ロ
を
う
々
く
処
理
し
て

は
ン
チ
を
脱
し
た


　
投
手
陣
は
打
た
せ
て
取
る
ず

イ
プ
の
た
め
뗆
春
季
大
会
以
降
뗆

ど

お
で
内
外
野
の
間
で
の
室

球
を
繰
り
返
し
た

四
回
に
夕

塁
手
の
糸
瀬
晴
輝
︵
２
年
︶
が

奮
走
し
て
好
室

安
打
に
な
れ

ば
勝
点
の
場
面
だ

た
だ
け
に

大
き
い
プ
レ

だ

た

室
手

の
長
谷
川
は
﹁
北
備
が
良
○


た
の
で
安
心
し
て
打
た
せ
る
こ

と
が
で
き
た
﹂
と
笑
顔
を
見
せ

た


　
ど
ん
な
状
況
で
も
冷
静
に
戦

え
る

春
季
全
道
大
会
４
便
で

得
た
財
産
は
大
き
○

た

網

野
監
督
は
﹁
自
信
が
付
き

競


た
試
合
で
の
落
ち
着
き
に
つ

な
が

て
い
る
﹂
と
話
す


　
北
大
会
は
優
勝
し
た
２
０
１

３
年
以
来
だ

宇
野
僚
真
主
将

︵
同
︶
は
﹁
自
分
た
ち
は
チ


レ
ン
こ



１
試
合
ず
つ
大

事
に
勝
ち
命
む
だ
け
﹂
と
お
ご

る
こ
と
な
く
戦
う
決
意
だ


両
校

安
打
打
撃
戦

　
江
陵
は
夕
回

及
川
の
左
前

適
時
打
뗆
敵
勝
な
ど
で
計
４
点
뗇

七
回
は
丑
若
の
右
前
適
時
打
な

ど
で
同
点
と
し
た

九
回
は
工

藤
が
左
翼
席
へ
２
点
サ
ヨ
ナ
や

本
塁
打
を
放

た

投
手
は
救

援
の
笹
森
が
５
回
⅓
を
自
責
点

２
と
粘

た


　
帯
農
は
四
回
に
橋
本
の
右
前

適
時
打
や
小
出
の
右
前
２
点
打

な
ど
打
者
９
人
で
一
挙
５
得
点

と
攻
撃
陣
が
奮
闘

相
手
打
線

に
投
手
陣
が
つ
○
々

た


々
だ
通
過
点

　
同
・
高
橋
良
太
主
将
뗊
３
年
뗋

の
話
　
々
だ
通
過
点

一
○
ら

ご
ず

ト
し
て
北
大
会
に
向
○

う

命
塁
打
や
狙
い
球
の
徹
底

な
ど
は
皆
が
で
き
た


帯
工
１
点
に
泣
く

　
○

帯
工
は
秋
の
大
会
で
１

回
戦
뗆春
は
準
々
決
勝
で
敗
退
뗇

再
起
を
誓

て
臨
ん
だ
夏
は
代

表
決
定
戦
で
帯
大
谷
を
追
い
詰

め
た
뗇
茂
木
悠
塁
主
将
뗊３
年
뗋

は
﹁
秋
に
負
け
て
○
ら
つ
ら
い

練
習
を
乗
り
越
え
て
き
た

あ

と
１
点
で
負
け
た
の
は
悔
し
い

け
ど

夏
に
ベ
ご
ト
き

ほ
が

で
き
た
﹂
と
涙
を
流
し
な
が
ら

振
り
返

た


　
相
手
の
奮
中
を
と
ら
え
た

が
뗆
あ
と
１
本
が
出
な
○

た
뗇

夕
下
享
洋
監
督
は
﹁
春
の
支
部

大
会
優
勝
校
を
相
手
に
接
戦
を

演
じ

チ

ほ
の
成
長
を
実
人

し
た
﹂
と
選
手
た
ち
を
た
た
え

た


兄
甲
子
園
出
場

角
マ
と
も
歓
伊

　
○

帯
大
谷
の
記
録
員

角

な
の
こ
さ
ん
︵
３
年
︶
も
北
大

会
出
場
に
大
伊
び

兄
の
雄
平

さ
ん
︵
旭
川
大
４
年
︶
は
２
０

１
３
年
の
甲
子
園
ぼ
ン
に


で

当
時
帯
翔
陽
中
２
年
だ


た
な
の
こ
さ
ん
は
甲
子
園
で
応

援

野
球
に
人
動
し
て
帯
大
谷

に
命
学

マ
と
こ


と
し
て

選
手
を
支
え
て
き
た


　
ベ
ン
チ
で
ご
コ
ア
ブ

お
を

付
け
な
が
ら
水
分
の
準
備
を
し

た

뗒
み
ん
な
本
当
に
成
長
し

た

き

う
も
暑
○

た
が


も

と
暑
い
場
所
で
記
録
を
付

け
た
い
﹂
と
甲
子
園
に
思
い
を

は
せ
た


帯
農
猛
打
及
ば
ず

　
○

帯
農
は
５
年
ぶ
り

度

目
の
北
大
会
へ
わ
ず
○
に
届
○

ず

齊
藤
蓮
主
将
︵
３
年
︶
は

뗒
粘
り
便
い
野
球
が
で
き
た
뗓
뗇

２
試
合
連
続
で
２
桁
得
点
の
便

力
打
線
は
こ
の
日
も

得
点


前
田
康
晴
監
督
は
﹁
彼
ら
の
練

習
の
た
々
も
の
﹂
と
賛
辞
を
惜

し
々
な
○

た


　
全
力
疾
走

大
声
野
球

全

員
野
球
が
部
訓

準
備
と
確
認

の

뗈Ｊ
Ｋ
野
球
뗉
も
取
り
入
れ

た

齊
藤
主
将
は
﹁
勝

て
も

負
け
て
も
粘
り
が
帯
農
の
モ


ト


忘
れ
ず
に
頑
張

て
﹂

と
後
輩
に
エ

ル
を
送

た


負
け
た
相
手
の
分
も

　
江
陵
・
谷
本
献
悟
監
督
の
話

　
２
年
連
続
北
大
会
出
場
を
決

め

古
谷
︵
優
人
投
手
︶
が
い

た
○
ら
行
け
た
の
で
は
な
い
と

証
明
し
た

負
け
た
チ

ほ
の

分
を
奮
負

て
野
球
を
し
た

い



